
とらんの職員とで一緒に同行して、主治

医になる先生とお話をしました。その時

にYさんの生い立ちや今の気持ちなどを

皆で共有しました。 

 Yさんが地域に出て三年目に入りまし

た。話題豊富な方なので、いつも訪問

するのを楽しみにしています。いろいろ

な問題がありますが、ひとつひとつ焦ら

ずに一緒に解決していけたらいいなと

思っています。 

 三愛病院に入院されていたYさんの退

院支援（地域移行支援）をしています。 

 退院後は地域定着支援として、月に1

回、Yさんの自宅を訪問して近況をお聞

きしたり、体調面や金銭面などのお話を

伺ったりしています。雑談や世間話を交

えながら、Yさんからの相談事や悩み事

などもお聞きしています。 

 また、Yさんから市立室蘭総合病院に

転院したいと相談がありました。家から

近くて通いやすいからなどの理由でし

た。転院が決まって初診の時には、私

個別支援            ピアサポーター 盆子原 勉 

病院から地域へ 個別での関わり 

 今年度も無事令和3年度版の活動集

を発行できました。この活動集発行にあ

たり、一つ残念なお知らせをしなくてはな

りません。長年ピアサポーターとして貢献

し、大黒柱的な存在として他のピア達を

引っ張っていた佐藤公明さんが逝去され

ました。かねてより入院加療中ではありま

したが、「この入院経験をまたピアの仕事

に活かしたい」と退院後の意気込みも

語って下さっていただけに、非常に残念

な気持ちで一杯です。まだ街のどこかで

元気に趣味のマラソンを楽しんでいるの

ではないかという気がしています。目に見

えない心の中の病気、働けずみじめに

過ごす日々、病と戦う姿勢、ピアサポー

ターの活動を通して自分自身が救われ

たことなど色々な思いを交差させなが

ら、日々を駆け抜けてきた姿は、かか

わった人の記憶に残り続けていくことで

しょう。今後も公明さんの気持ちを引き

継ぎながら前向きに活動していきたいと

思います。 

 

※北海道精神障がい者地域生活

支援事業（北海道事業）とは  

 精神障がい者が自立した社会

生活及び日常生活が送れるよう、

病院・施設・相談支援事業者・市

町村等地域の関係者と連携する

とともに、道民、支援者及び福祉

関係者等を対象とした研修等を

実施することで、入院中の精神障

がい者が退院し、地域で生活する

ことができるための支援及び精神

科病院を退院した精神障がい者

等が地域に適応し、地域生活を

維持するために必要な支援を推

進する事業 

あとがき 
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令和3年7月発行 

令和2年度の振り返りと令和3年度の活動に向けて  
                   室蘭市相談支援センターらん 北條 智幸 

らんのピアサポーターとリカバリー 

室蘭市相談支援センターらん 

 室蘭市相談支援センターらんは、北海道西胆

振圏域精神障がい者地域生活支援事業の委

託を受け、令和3年4月1日より新たにスタートを

切りました。令和2年度は新型コロナウイルス感

染症対策の影響を受け、これまで行ってきた私

たちの活動に様々な制限を加えられることとなり

ました。ピアサポーターと共に行ってきたリカバ

リー普及啓発活動もままならず、ジリジリ距離が

縮まってきた地域と長期入院者との距離が遠の

いていく感覚を覚えています。 

 社会全体に影響を与えたこの新型コロナウイ

ルス感染症対策の影響は、社会的に弱い立場

にある長期入院者へ、結果的にしわ寄せが行っ

ている様な気もしています。支援のモチベーショ

ンを維持することが喫水の課題であると認識し、

各関係機関皆様のご協力を賜りつつ、自分たち

の感染対策にも努めながら「できること」を模索し

た1年だったと思います。そのような中、不慣れ

ながらもピアサポーター活動集の発刊、リモート

支援プログラム等の企画、実践をしてきました。 

 さて、今年度ですが、新型コロナウイルス感染

症は依然として猛威を振るっています。私たちの

職場では自粛疲れが目立ってきており、活動が

制限されることによるメンタルヘルスへの影響を

身に染みて感じています。入院中の方に日々の

様子を伺うと、いまだ病棟から自由に出入りすら

できない日々を過ごしていることを聞き、本当に

心が苦しくなります。また、精神科病院に勤めて

いる支援者の方々も、日々の感染対策により相

当の心労を重ねていること、身近で入院者の悲

痛な叫びを感じつつも様々な活動の提案ができ

ない環境にあることをお察しいたします。早く、以

前の生活が戻ることを願いつつ、今はピアサポ―

ターと共にリモートのノウハウを学び、「いまでき

る」研修や支援に活かす事を目標に取り組んで

いきます。昨年度に第1号となるピアサポーター

活動集を発刊し、各圏域のピアサポーター、職

員様と交流を持てたことは、私たちの仕事のモチ

ベーションに繋がっています。本号を読んで頂い

た方々にとっても、生活や仕事のモチベーション

にお役立て頂ければ幸いです。 今後ともどうぞ

よろしくお願いいたします。 
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北海道精神障がい者地域生活支援事業 

 同じ境遇を持った当事者の方に対等な関

係でかかわる事のできるピアサポーターは、

入院者様に対しての地域移行支援や、地

域生活を維持していく為の地域定着支援

において非常に大きな存在です。病気と向

き合いながら、自分らしさを見つけ地域で

生き生きと生活しているピアサポーターの

姿は色々な人の励みとなっています。 

R3年度 らんのピアサポーターと職員 
       （撮影場所：中央町小公園）



リモート派遣（ミネルバ病院地域プログラム）  

                      ピアサポーター一同  

リモート支援（三愛病院蘭々会） 

                    

病院での取り組み 

 三愛病院の作業療法プログラムの

蘭々会は、令和元年度は6月から始ま

り、メンバーさん4名、ピアサポーター4

名、スタッフ4名で構成されていて、地域

体験隊をテーマに身近な社会資源を肌

で感じてもらおうと、外出を中心としたプロ

グラムになりました。振り返りやグループ

ワークも多く、自然とメンバーさんとピアサ

ポーターの仲間意識も強まりました。途

中で体調が悪化したK氏だけ蘭々会の修

了証を授与できずにいましたが、12月に

無事渡すことができました。 

 令和3年2月から月1回K氏とZOOＭで

交流を始めています。はじめは5分くらい

しか交流できませんでしたが、徐々に延

長傾向にあり4月は15分達成‼ 

 新しい女性ピアサポーターの仲さんが

就労支援施設でパンを作っている写真

を見せると、Ｋ氏は笑顔で質問をしてい

ました。これからもＫ氏が疲れない程度

の範囲で交流会を延ばしていけたらいい

なと思っています。 

ピアサポーター 仲安子 ピアサポーター 栃尾美智子 

 蘭々会は三愛病院の長期入院者を

対象に退院に向けたお手伝いをしてい

ます。昨年度は、新型コロナウイルス感

染症の影響で、リモートの支援が中心と

なりました。昨年7月には蘭々会のクー

ルが終了となり、修了証を作成しリモー

トにて「授与式」を行いました。 

 現在、蘭々会の活動は終了していま

すが、月1回、メンバーの方とリモート交

流を開催しています。退院後の仕事や

生活について紹介し、イメージ作りや入

院中の困り事（人間関係など）を聞き、

私たちピアサポーターの実体験も交え

ながら解決に向けた方法を一緒に考え

ています。 

 蘭々会を通して多くの人にピアサポー

ターの存在を知ってもらい退院支援でき

る人の数が多くなってくれればと考えて

います。そして、これをきっかけにピアサ

ポーターが増えてくれれば嬉しいです。

互いが互いをいたわりあい、今後も活動

を続けていきたいと考えています。 

B型事業所で働く仲氏（右）の仕

事について説明中 

 令和2年6月より、ZOOMを利用した地

域プログラムを実施しています。（ミネル

バ病院入院中の参加メンバーとピアサ

ポータがプログラムを通して交流し、退

院意欲の喚起をしていくことを目的とし

ています。） 

 左上一段目の写真は、R3年1月にみ

かんの早むき競争を実施した時の様子

です。時にこういったアイスブレイク的な

内容での交流も行っています。その他、

地域の飲食店の紹介・GHについて・防

災知識等も実施しました。開始当初は

画面越しでのやりとりにぎこちない部分

があったものの、回数を繰り返す中で、

メンバーさんから「GHには年齢制限が

あるのか」、「どうやったらピアサポー

ターになれるのか」などの質問も出るよ

うになり、地域へ向けての興味関心と

共に「ピアサポーター」という存在が認

識されている実感が持てるようになりま

した。 

 その時々で毎回状況や反応も違って

くるので、まだまだ反省点も多く、プログ

ラム終了後にはピアサポーター・支援

者で振り返りをし次回に活かせるように

しています。参加メンバーの中には、実

際に退院予定の方もおり、今後も地域

での暮らしをイメージできるようなプログ

ラムを考えていきたいと思います。

写真を使い視覚的にも分かり易

くできるよう意識しています 

ミネルバ病院入院者とみかんの

早むき競争を実施中 

サイコロトークでの一コマ。 

何が出るかな？ 

伊達市内の飲食店へ行く為の

ルートを案内しています 

 留萌圏域で研修会を行うことになり、

らんの職員とピアサポーターの私とでお

話をすることになりました。コロナ禍なの

でパソコンを使って録画して後日、留萌

圏域の病院看護師や職員の方々に見

て頂きました。内容は前半は精神障が

い者支援の歴史や精神科病院の入院

中の生活などについてお話をしました。

後半では地域移行支援サービスを利

用した時のお話をしたり、リカバリース

トーリーの発表もしました。パソコンを

使っての録画なので、聞いてくださって

いる方の顔が見えない中で話していくの

が難しかったです。 

 留萌圏域地域移行研修 
                  ピアサポーター 盆子原勉 

 私たちピアサポーターは、さまざまな

研修へ参加していましたがコロナ禍に

あっては、その殆どができなくなってしま

いました。それでも全道ピアサポーター

会議やピアカウンセリングセミナーは

ZOOMで行うことができました。全道ピア

サポーター会議は令和2年7月からピア

サポーターの交流を目的として、毎月1

回開催されています。14圏域のピアサ

ポーターが参加していて、毎回いろいろ

なテーマで話し合っています。10月に

は苫小牧会場と鷹栖（たかす）会場とリ

モートによるハイブリット型の研修も行わ

れて、それぞれの圏域のピアサポー

ターが地域での活動報告を行いまし

た。年1回だった研修が、リモートで毎

月顔を合わせるようになり、とても絆が

強まったように感じます。 

研修会への参加 

研修会への参加  
                  ピアサポーター 盆子原勉 

そして後日、この動画に参加してくだ

さった方々からのアンケートが届きまし

た。看護部や診療部、事務部など幅広

い職種の方々からの返答がありました。

読んでみましたが、みなさんとても真剣

に聞いてくださったようで、嬉しかった

し、身がひきしまる思いがしました。 

当事者であるピアサポーターが語ること

で、普段知ることのできない入院患者さ

んの気持ちが、少しでも伝えられたとし

たら、私にとっても励みになります。この

ような場でお話できてとても感謝してい

ます。 

 また、令和2年10月から令和3年1

月まで月2回、計7回のピアカウンセ

リングセミナーにもZOOMを利用し参

加しました。『相手の気持ちを引き出

す質問の仕方』『決定の自分史』

『自分自身に対する気持ち』などを

学び、自分の長所を見つめなおす

時間となった。研修で学んだことを

日々の活動に活かしていきたいと思

います。 
R2年10月苫小牧会場で実施された全

道ピアカウンセリング研修の様子 

配布資料を基に研修を受けている 

今年度はリモート活動が多くZOOM

操作もお手のものの盆子原氏 

リカバリーストーリーの資料 

実際に使用した資料① 


